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【学力向上を図るための全体計画】【学力向上を図るための全体計画】【学力向上を図るための全体計画】【学力向上を図るための全体計画】

新島村立式根島中学校

都教育目標 地域の実態都教育目標 地域の実態都教育目標 地域の実態都教育目標 地域の実態

・互いの人格を尊重し、思いやりと規 教 育 目 標教 育 目 標教 育 目 標教 育 目 標 ・白砂青松に囲まれ、自然が豊かであ

範意識のある人間 る。

・社会の一員として、社会に貢献しよ 「ふるさと式根島を愛し、 ・観光、漁業が産業の中心となってい

うとする人間 る。

・自ら学び考え行動する、個性と創造 心身ともにたくましい生徒」 ・少子高齢化が進んでいる。

力豊かな人間

村教育目標村教育目標村教育目標村教育目標 すすんで学び考える生徒

人間尊重の精神を基調とし、学校教 生徒の実態生徒の実態生徒の実態生徒の実態

育と社会教育との緊密な連携のもと 人も自分の大切にする生徒 ・少人数の学級であり、個に応じた学

に健やかな体・豊かな心と知性をも 習指導が徹底できる状況にある。

ち、モヤイの精神をもって郷土を愛 心身ともに健康な生徒 ・家庭学習習慣が身に付いていない状

し、たくましく生きる村民の育成を 況がある。

期して、教育の推進を推進する。

学校経営方針（学力向上にかかわる要点）学校経営方針（学力向上にかかわる要点）学校経営方針（学力向上にかかわる要点）学校経営方針（学力向上にかかわる要点）

１ 毎時間の授業や各単元での振り返りを重視し、基礎・基本の定着を図る

授業を行う。。

２ 学習支援体制を確立し、基礎学力を定着させ、学習に対する自信をもた

せる。

【各教科の指導の重点】 【道徳教育の指導の重点】

・個に応じたわかりやすい 本校における「確かな学力」本校における「確かな学力」本校における「確かな学力」本校における「確かな学力」 ・人権尊重の精神を基調に教

授業を工夫し、基礎学力 育活動全体を通じて、道徳

の向上を図る。 本校では学習指導要領に示された基礎・基本を重視し、 的実践力と規範意識の向上

・授業ごとにきめ細かな評 次のような力を育成します。 を図る。

価を実施し、生徒の学習 ・道徳教育の重要性を家庭・

状況を的確につかみ、授 地域に発信し、社会の一員

業での振り返り活動や学 としての規範意識や公共心、

習支援を積極的に行う。 思いやりのある心を育む。

【特別活動の指導の重点】

【総合学習の指導の重点】 ・生徒会活動や部活動、ボラ

ンティア活動などで連携事

・各学年の発達段階に応じ 業の充実を図り、自主的な

て進路指導とキャリア教 生徒会活動を通して、連帯、

育の充実に努め、系統性 協力、奉仕のモヤイの精神

をもった単元を設定し、 を育むとともにリーダーシ

生徒自らが課題を見つけ、 ップとフォロワーシップを

それを解決していく中で 発揮できるようにする。

生きる力を培う。 ・生徒一人一人の活躍の場を

・全学年で郷土理解学習に 広げ、コミュニケーション

取り組み、郷土に対する 能力を高め、集団での役割

理解を深め、郷土を創造 や責任を果たす態度と自覚

する力を育む。 を深めさせるようにする。

【生活指導の指導の重点】 【進路指導の指導の重点】

・ガイダンス機能を生かし ・職場体験、職場訪問、職業

生徒理解を深め、一人一 人に聞く会などの活動を通

人の個性の把握と伸長を して、自分の進路や生き方

図る。 について考え、自己決定で

・学校サポートチームを活 きる力を培う。

用し、家庭や地域との連 ・自己理解を深めさせること

携を図り、基本的な生活 により、進路について主体

習慣の定着や規範意識の 的にかつ真剣に考える能力

向上を図る。 や態度を養う。

・種々の体験活動を通して、 ・自己実現をめざし、小中高

集団や社会の一員として の連携を密にし、キャリア

の自覚や公共心を育成す 教育を進める。

るとともに自他を尊重す

る態度を育成する。

本校の授業改善に向けた視点本校の授業改善に向けた視点本校の授業改善に向けた視点本校の授業改善に向けた視点

指導内容・方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内研修・研究の工夫 評価の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫

各調査の結果をもとに教 毎時間の授業や、各単元で 生徒の学習状況を的確に 授業ごとのきめ細かな評価 生徒の家庭での生活状況

科としての分析及び生徒個 の振り返りを重視し、基礎・ つかんで支援するため、毎 と単元テストにより、個に応 をアンケート調査で把握し、

人の分析を行い、教科の指 基本の定着を図る授業を行い 時間における授業評価の精 じた課題の把握に努めます。 学習面での課題を家庭と共

導内容・指導法の改善に努 ます。 度の向上を図ります。さら また、単元毎の評価を教科 有します。さらに家庭と協

めます。 また、学習支援体制を確立 に授業での振り返り活動を 通信簿で、学期毎の評定を「わ 力し、家庭学習の習慣を身

また、少人数学級の特性 し、基礎学力を定着させ、学 研究し検証します。 れら島の子」で、家庭に通信 に付けるようにします。

を生かし、個に応じた指導 習に対する自信をもたせま また、都教委訪問や各研 します。 また、学力調査の経過と

を実践します。 す。 修会を通して、指導助言を 指導法の改善策を保護者と

受けます。 地域に説明します。

○自己を見つめる力（自己分析力）
○自主的に基礎・基本を学ぶ力（基礎力）
○身につけた知識や技能を活用する力（活用力）

基本的な生活習慣
意欲的な学習習慣

各教科における基礎的・
基本的な知識・技能を習得

習得した知識や技能を活用する力
思考力・判断力・表現力
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